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図15　1992年3月～4月の2ヶ月問における，S　T　S地震計（上下及び南北成分）と傾斜
　　　　計（南北成分）の連続記録の比較
Fig．15Comparison　of2－month　long　contimous　records　of　STS　seismometer（UD　and
　　　　NS　components）and　tiltmeter（NS　component）．
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中伊豆におけるSTS地震観測　　岡田ほか
潮汐を記録しているのに対し，水平動は非常に大きなノイズを伴っている特徴が見られる．
　次に，潮汐成分を取り出して比較するため，図15の各記録の原データ100個づつの中央値
をとって500秒問隔のスムーズ化したデータを作成したのち，40，000秒～90，OOO秒の帯域
STS　UD
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図16　図15のS　T　S地震計および傾斜計の記録に40，000～90，000秒の帯域通過フィ
　　　　ルターを施した結果
Fig．16Comparison　of　STS　seismometer　and　tiltmeter　records　through40，O00
　　　　～90，000sec　band　pass　fi1ter．
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　　　　　　　　　　防災科学技術研究所研究報告　第51号　1993年3月
通過フィルターを施した結果を図16に示した．傾斜計記録では当然のことながら，S　T　S地
震計記録についても，かなり明瞭な潮汐記録が得られていることがわかる．
4．おわりに
　中伊豆観測点におけるS　T　S地震観測の経験を通して，その有効な観測方式およびデータ
処理方式の模索がなされた．その結果，まだモデムによるデータ伝送に若干の問題は残され
ているものの，基本的なデータ取得および処理の体制はほぼ確立された．
　この方式を用いてなされたS　T　S地震計と傾斜計との比較観測結果によれば，防災科学技
術研究所で現在使用されているボアホール型傾斜計は，高精度のS　T　S地震計による記録と
同程度の性能を有することが確認された．岡田（1992）は，地殻変動連続観測用の測器に近代
的なデジタルデータ収録装置を組合わせれば優秀な長周期地震観測システムが実現できるこ
とを述べているが，今回の実験はこのことを実証する一例となった．
　図9（a）や図15の例に見られる通り，S　T　S地震計の水平動出力は上下動に較べてノイズ
が非常に大きい．一般に，長周期地震観測において，水平動成分はボアホール化することに
より観測の高感度化・高精度化が図られるのに対し，上下動成分については地表近くでも十
分な精度での観測が期待できることが知られている．ボアホール式傾斜計を広帯域の水平動
地震計として用いる一方，地表ではS　T　SやI　DA等の長周期上下動地震計を半地下式で併
設することにすれば，かなり理想的な3成分の広帯域地震観測が実現できよう．次のステッ
プとして，深層地殻活動観測施設に設置されているボアホール型傾斜計を用いて今回と同様
の実験観測を実施してみることは，価値が高いものと思われる．
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